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研究成果の概要（和文）：日本統治期から戦後の中華民国期の転換期における台湾社会の変容に

ついて、日本統治時代に日本語教育を受けた世代を中心に口述歴史の方法に基づいて研究した。

この時期は、文献史料が大変限られており、研究が困難な時期であるが、それを補うことを意図

した。調査の対象者には、植民地において医学部などの高等教育を受けた方、戦時中は上海に在

住し戦後台湾に帰還した方、兵士として太平洋の孤島に赴いた方、台湾総督府の高官、あるいは

戦後の政治的弾圧の被害者、マラリアなど伝染病対策の責任者などが含まれ、その結果、歴史研

究に資する証言が多く得られた。 

 
研究成果の概要（英文）：We used an oral history methodology to research social 
changes in Taiwan over the years from the period of Japanese rule through to the  
end of the postwar period. The persons surveyed were mostly from the elderly  
generation who had been schooled in the Japanese language when young. We  
interviewed a variety of people, such as medical doctors, former conscripted soldiers, 
high-ranked officers of the Governor-General, participants of national movements and
others. 
Taiwan society lived through turbulent times through the war and postwar period  
and emerged from those decades with few historical materials intact. Fortunately,  
valuable testimony for historical study was obtained through this interview-based  
research. 
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１．研究開始当初の背景 
（１）戦時中から戦後にかけての台湾社会の変容
については、文献史料が大変限られている。１９

４５年８月１５日、日本の敗戦により台湾の植民
地統治は終わりを告げるが、大陸の中華民国政府
から派遣された新政府による台湾接収が行われ
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たのは１０月２５日のことであり、それまで、台
湾では総督府による統治が継続していた。そのた
め、この期間に日本統治時期の貴重な文献史料、
特に戦時中の史料が大量に処分されたといわれ
ている。日本統治時期の公的な史料は、台湾総督
府の公文書をはじめ、比較的まとまって残されて
いることが知られており、現在では公開もされて
いるが、その総督府文書においても戦時中の部分
はほとんど存在しない。また、公文書のなかでも、
ことに、軍事関係の史料は現在にいたるまで、全
く、その所在が不明である。 
 その原因の一つとしては、戦時中のアメリカ軍
による空襲により総督府の建物自体が一部焼失
した際に失われたことなども考えられるが、上記
期間に日本側により廃棄、あるいは処分された可
能性が大きいと思われる。  
 戦後、大陸においては、抗日戦争中は統一戦線
を維持してきた国民党と共産党勢力との間の対
立が表面化し、ついに内戦が勃発した。その結果、
アメリカの軍事的・経済的援助を受けて有利と見
なされていた国民党側が劣勢となり、１９４９年
１０月には、共産党の毛沢東を国家主席とする中
華人民共和国が北京で成立を宣言した。大陸にお
ける内戦に敗れた蒋介石は、同年末、中華民国の
首都を南京から台北に「遷都」して、大陸の中華
人民共和国と台湾海峡をはさんで対峙するとい
う事態が生じた。その翌年、朝鮮戦争が勃発し、
アメリカを中心とする国連軍と中華人民共和国
の派遣した「義勇軍」が直接対戦する状況のなか
で、アメリカ政府は海軍を派遣して台湾海峡を封
鎖したため、台湾に蒋介石の中華民国政府が存続
することとなった。 
 国民党＝中華民国政府は、１９４９年、台湾に
戒厳令を施行し、共産党や反政府勢力の徹底した
弾圧、すなわち白色テロを長期間にわたって実施
したため、台湾の住民は沈黙を余儀なくされた。
台湾では、蒋介石は大陸における抗日戦争の英雄
として君臨したため、戒厳令のもとで日本統治時
代から個人が所有していた史料、特に日本語の文
献は処分せざるをえない事情が存在した。 
 台湾において、戒厳令が解除されたのは、１９
８７年のことであり、約４０年にわたる長期の間、
言論の自由は失われ、日本時代や戦争直後の時代
について語ることはタブーであり、台湾史研究も
困難であった。 
 以上のような歴史的経緯から、日本統治時期、
とくに戦争期の文献史料は公的文書は勿論、個人
的な史料も多くが失われ、歴史研究にも重大な支
障を生じてしまった。 
 
（２）上述したように、台湾において言論の自由
が実現し、台湾史研究が開始されるのは、戒厳令
の解除された１９８７年以降を待たなければな
らなかった。以後、政治的な民主化が進むと共に、
台湾史に対する関心も高まり、歴史の掘り起こし、
史料の発見、公開が進められてきたが、戦争期か
ら戦後にかけての文献史料は極めて限られてい

る。そのため、この史料が空白の時期については、
当時の事情を知る世代からの直接的な聞き書き
が不可欠である。しかし、その世代の方々も高齢
化してきており、体験談を聞くことができる時間
は限られている。日本統治時代を生きてこられた
世代、日本語の世代に対する調査・研究は、現在
が最後の機会といえるであろう。 
 このため、本科研では、この世代からの聞き書
きという方法により、日本統治時期から戦後の台
湾社会の変容について、教育史・女性史・原住民
史などの分野について関係者から歴史的証言を
得ることを課題とした。 
 
 
２．研究の目的 
（１）背景で触れたように、文献史料の特に欠落
している時期について、当時を体験した世代の方
達からの証言を多く採集して、史料の空白を埋め、
歴史研究に資すること。 
 
（２）そのために特に日本語教育を受けた世代を
対象として戦時中の生活に則した事実、日本人と
台湾人の戦時中の関係、また、大陸から渡来した
新政権の政策や、台湾の人々の新政権の受け止め
方、引き揚げる日本人との関係など、戦後の激動
期についての体験的証言などを少しでも多く採
集して、記録に残すことを目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 文献史料の限られている時期を対象としてき
た本科研の開始以来、文献史料を補う為に、研
究会と聞き書きという二つの活動を中心に進め
てきた。研究会の内容は従来の研究業績の学習
である。この点については、オーラルヒストリ
ー、聞き書きという方法に依る研究を続けてこ
られた先学から学ぶことを掲げて、研究会を継
続してきた。 
 また、もう一つの活動は、大学の休暇を利用
して、台湾現地を訪問し、台湾の日本語世代の
方に対する訪問、聞き書きである。本科研の参
加者はその専門分野に応じて、教育史、そのな
かでも台北帝国大学の関係者、あるいは初等教
育機関である公学校の関係者などに分かれて訪
問を重ね、その録音を集めてきた。 
 また、戦後台湾における医療政策、伝染病対
策、医学教育の専門からの聞き書きや、ハンセ
ン病治療の専門家からの聞き書きなども実施さ
れた。あるいは、戦後台湾を代表する詩人、自
らの従軍体験を小説にまとめられた文学者から
の聞き書きなどからは、日本語と中国語の両言
語をもちいた文学活動について貴重な証言が得
られた。 
 このようにして集められた録音の記録は、文
字化を専門的仕事するグループによって、その
都度文字化してきたが、その際、聞き書きの内
容に登場した台湾の人名・地名、歴史的用語な



 

 

どはデータベースとして蓄積してきた。 
 
 
４．研究成果 
 ３の研究方法で述べたように、本科研が蓄積
したきた録音の記録は、専門的集団により次々
と文字化、その成果を刊行してきた。現在まで、
台湾オーラルヒストリー研究会の編集により
『台湾口述歴史研究』として全７冊が刊行され
ている。 
 これらには、上述の研究会の記録と訪問の記
録が含まれており、また、本科研の途中におい
て中間報告の場として２００８年７月、三日間
にわたり実施された、国際研究集会「台湾社会
の変容と口述歴史－思い出が紡ぎ出す歴史を探
る－」の報告も第３集・第４集として刊行した。
東京女子大学で開催された同シンポジウムには、
台湾からは経済史・教育史・法律史・交通史な
どの分野を専門とする研究者が参加し、日本か
らも衛生・文学・原住民・女性史などに関する
聞き書きの成果が報告された。 
 その他、本科研に参加した研究者による研究
論文も多数発表されている。それらは、文献史
料に基づく日本統治期の研究であっても、多く
の日本語世代の口述から得た知見が文献史料の
解釈、購読に生かされている。特に、史料に登
場する歴史上の人物を直接知る世代からその人
柄、あるいは人間関係などの情報を多く得るこ
とができた。このように知見もまた研究成果と
いえるであろう。 
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